








２．松 山 東 雲 女 子 大 学  履 修 規 程 

 

第１章  総   則 

（根 拠） 

第１条 学則第21条2項に基づき、この規程を定める。 

第２条 学生が、本学人文科学部の課程を履修し卒業するためには、学則に定めるほか、こ

の規程に規定するところに従い課程を修了しなければならない。 

 

第２章  履修科目の登録 

（履修科目の登録） 

第３条 学生は学期のはじめ、指定の登録日までに履修科目を登録しなければならない。履修

する科目の選択は教育課程表に示す履修順序に従って行うことを原則とする。 

第４条   登録日以後の登録及びその変更もしくは取り消しは認めない。 

ただし、正当と認められた場合についてはその限りではない。 

（履修科目の登録の上限） 

第５条 卒業の要件として修得すべき単位数について、1年間に履修科目として登録するこ

とができる単位数の上限は、集中講義、学外実習指導、学外実習及び他の大学又は短期大

学における授業科目の履修の単位を除き49単位とする。ただし、累積GPA値が一定の基準

値以上である場合又は卒業年次の学生においては、上限を超えて登録を認めることがある。  

 ２. 編入学生には前項の規定は適用しない。 

 

第３章  履修方法 

（共通カリキュラム） 

第６条 本学人文科学部の共通カリキュラムの履修方法は次のとおりとする。 

（1）  子ども専攻、社会福祉専攻は、「キリスト教学」・「AI とデータサイエンス」・「現代社

会とライフデザイン」、地域イノベーション専攻は、「キリスト教学」・「AI とデータサ

イエンス」・「現代社会とライフデザイン」・「情報リテラシー」を必修科目とし、Ａ群

からＤ群の領域から 24 単位以上修得しなければならない。 

（2）  Ｄ群の「英語Ⅰ」・「英語Ⅱ」・「フランス語」・「ドイツ語」・「中国語」・「韓国・朝鮮語」・

「日本語」は、その言語を母語としない学生のみ履修することができる。 

（心理子ども学科子ども専攻 専門教育科目） 

第７条 本学人文科学部心理子ども学科子ども専攻の専門教育科目の履修方法は次のとおり

とする。 

「知識・理解・技能」の領域から14単位以上、「思考・判断・表現」の領域から6単位以 

上、「関心・意欲・態度」の領域から2単位の必修科目を含む8単位以上、「ゼミナール」 

の領域から必修科目10単位を修得し、かつ、自由単位として、共通カリキュラム、子ど 

も専攻専門教育科目、社会福祉専攻専門教育科目、地域イノベーション専攻専門教育科 

目、特別開講科目、分析技法に関する科目から62単位以上修得しなければならない。 

ただし、他の大学又は短期大学において履修し、本学で認定した単位は、自由単位に 

含めることができる。 



 

（心理子ども学科社会福祉専攻 専門教育科目） 

第８条 本学人文科学部心理子ども学科社会福祉専攻の専門教育科目の履修方法は次のとお

りとする。 

「知識・理解・技能」の領域から10単位以上、「思考・判断・表現」の領域から1単位の

必修科目を含む10単位以上、「関心・意欲・態度」の領域から8単位以上、「ゼミナール」

の領域から必修科目10単位を修得し、かつ、自由単位として、共通カリキュラム、子ども

専攻専門教育科目、社会福祉専攻専門教育科目、地域イノベーション専攻専門教育科目、

特別開講科目、分析技法に関する科目から62単位以上修得しなければならない。 

ただし、他の大学又は短期大学において履修し、本学で認定した単位は、自由単位に含

めることができる。 

 

(心理子ども学科地域イノベーション専攻 専門教育科目) 

 第９条 本学人文科学部心理子ども学科地域イノベーション専攻の専門教育科目の履

修方法は次のとおりとする。 

「心理・コミュニケーション」の領域から10単位以上、「社会」の領域から1単位の必修

科目を含む10単位以上、「ビジネス」の領域から4単位以上、「ゼミナール」の領域から必

修科目10単位を修得し、かつ、自由単位として、共通カリキュラム、子ども専攻専門教育

科目、社会福祉専攻専門教育科目、地域イノベーション専攻専門教育科目、特別開講科目、

分析技法に関する科目から66単位以上修得しなければならない。なお、分析技法に関する

科目については、必修科目4単位を含む6単位以上を修得しなければならない。 

  ただし、他の大学又は短期大学において履修し、本学で認定した単位は、自由単位に含

めることができる。 

 

第１０条 取得できる免許状・資格等は次のとおりとし、履修等に関する詳細は別に定

める。 

（1） 幼稚園教諭一種免許状 

（2） 保育士資格証明書 

（3） 社会福祉士国家試験受験資格 

（4） 社会福祉主事任用資格単位修得証明書 

（5） 生活相談員任用資格単位修得証明書 

（6） 児童指導員任用資格単位修得証明書 

（7） 家庭相談員任用資格単位修得証明書 

（8） ピアヘルパー資格 

（9） レクリエーション・インストラクター資格 

（10）社会調査士資格 

（11）スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程修了証 

（12）認定絵本士 

 



 ただし、幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格証明書は、人文科学部心理子ども学

科子ども専攻のみ取得することができる。 

社会福祉士国家試験受験資格、家庭相談員任用資格単位修得証明書、ピアヘルパー

資格は人文科学部心理子ども学科子ども専攻及び社会福祉専攻のみ取得することがで

きる。 

児童指導員任用資格単位修得証明書は、人文科学部心理子ども学科社会福祉専攻又

は子ども専攻のうち幼稚園教諭一種免許状を取得した者のみ取得することができる。 

社会調査士資格は、人文科学部心理子ども学科社会福祉専攻及び地域イノベーショ

ン専攻のみ取得することができる。 

スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程修了証は、人文科学部心理子ども学科

社会福祉専攻のみ取得することができる。 

 

（再履修） 

第１１条 授業科目を再履修する場合は、次学期以降の開講時間割に従って履修するこ

とを原則とする。 

（再履修の制限） 

第１２条 試験の結果、合格点を得た授業科目を再履修することはできない。 

 

 

附  則 

１．この規程は、１９９２年 ４月 １日から施行する。 

― 中 略 ― 

26．この規程は、２０２４年 ４月 １日から施行する。 

 

 

 

 

 


